
―
１
２０
年
間
の
活
動
を
振

つ
て
、
ど
の
よ
う
な
感

下
河
　
地
域
の
活
動
を
継

碗
し
て
い
く
上
で
は
、
続
け

い
ま
す
。
様
々
な
困
難
や
、

会
員
Ｑ
歪
や^
健
康
面
で
の

事
情
も
あ
り
、
難
し
い
局
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
乗
り
越

え
て
き
ま
し
た
。な
ぜ
な
ら
、

地
域
の
問
題
は
、
短
期
間
で

解
決
し
な
い
事
が
多
い
。
長

く
継
続
し
て
初
め
て
、
あ
る

程
度
の
成
果
が
見
え
て
く
る

も
の
で
す
。

―
―
活
動
の
中
で
例
を
あ

げ
る
と
す
れ
ば
何
で
し
よ
う
。

下
河

デ霜
丼
ま
ち
づ
く

り
の
会
は
、
練
馬
区
の
都
市

整
備
部
が
、
平
成
１２
年
９
月

に
立
ち
上
げ
た
協
議
会
が
元

で
す
が
、
そ
の
時
の
自軍

（の

課
題
は
交
通
問
題
で
し
た
。

当
時
は
、
練
馬
高
野
台
駅
か

ら
大
泉
学
園
駅
ま
で
の
間
、

″
開
か
ず
の
踏
み
切
り
″
が

９
か
所
あ

っ
た
の
で
す
。
解

消
す
る
た
め
に
区
と
協
議
を

重
ね
、
岩
波
区
長
に
提
一〓呈
自

を
提
出
、
平
成
１９
年
に
事
業

承
認
が
下
り
ま
し
た
。
西
武

池
袋
線
の
高
架
化
に
伴

い
、

平
成
２３
年
に
６
か
所
、

２７
年

に
３
か
所
の
踏
み
切
り
が
無

く
な
り
ま
し
た
。

石
神
井
公
園
駅
南

国
の

パ
ー
ク
ロ
ー
ド
商
店
街
の
間

題
も
あ
り
ま
し
た
。
狭
い
道

路
の
両
側
に
店
舗
が
並
び
、

そ
こ
を
バ

ス
が
通
り
ま
す
か

ら
、
高
（堕
一界
一尋
に
隠
れ

る
よ
う
に
し
て
バ

ス
を
避

け
、買
い
物
を
し
て
い
ま
す
。

参
考
の
た
め
に
視
察
し
た
横

浜
元
町
の
商
店
街
で
は
、
長

い
期
間
を
か
け

て
店
舗
が

セ
ツ
ト
バ
ツ
ク
し
、
軒
下
を

通
路
に
し
て
広
い
歩
道
を
手

に
入
れ
て
い
ま
し
た
。

石
神
井
で
は
、
３
月
２７
日

か
ら
、
駅
南
日
か
ら
石
神
井

公
園
バ

ス
停
ま
で
の
経
路

が
、
商
店
街
を
迂
回
す
る
形

で
整
備
さ
れ
た
補
助
１
３
２

口悪

いに
変
更
さ
れ
ま
す
。
安

全
安
心
に
買
い
物
が
で
き
る

商
一菱

御
へ
と
、
私
達
の
大
き

な
課
題
が
解
決
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

―

―
現
在
、
課
題
と
な
っ

て
い
る
問
題
は
あ
り
ま
す
か
。

下
河
　
富
士
街
道
に
未
整

備
区
間
が
あ
り
ま
す
。
石
神

井
一二

白や
整
〓景

署
が
あ
る
区

間
の
み
、
狭

い
部
分
は
７

・

一４
層
で
、
歩
道
も
人
が
す
れ

一違
え
な
い
一揺
く^
、
ま
し
て

石
神
井
ま
ち
づ
く
り
の
会
代
表
下
ｒ
浦
Ｈ
云万
一行
中史

「
石
神
井
ま
ち
づ
く
り
の
会
」
が
設
立
２０
周
年
を
迎
え
た
。
石
神
井
公
園
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
住
み
よ

い
石
神
井
を
目
指
し
、
こ
の
間
、
石
神
井
の
交
通
問
題
、
土
地
利
用
、

ま
ち
の
活
性
化
、
地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
柱
に
、
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
同
会
が
発
行
し
て
い
る

『
か
る
が
も

便
り
』
も
記
念
号
と
し

て
、

こ
れ
ま

で
の
同
会

の
活
動

の
振
り
返
り
や

、
ゆ

か
り
あ

る

方

々
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
８
頁
だ

て
で
紹
介
し
て
い
る
。
代
表
の
下
河
秀
行
氏
に
話
を
聞
い
た
。

一
「か
る
が
も
便
り
」
記
念
号
を
発
行

下河秀行代表

練馬区豊玉北 5丁目 16-12
サンライズ豊玉

練 馬 新 聞 社
TEL 03(0,93)5171,AX 0313993)5506

振替口座 00150-O-39675
購 読 料 月 700円
Eメ ール medianmma22@nl,1)con

シリーズ

一
１０
年
一卍
に
署
名
活
動
か
ら
始

一
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

一め
て
都
議
会
に
陳
情
書
を
提

一
の
動
き
が
無
い
の
で
、
都
の

一出
、
意
見
付
採
択
が
な
さ
れ

一第
四
建
設
事
務
所
に
理
由
を

地
域
の
問
題
は
長
く
継
続
し
て

，』
そ
成
果
が
見
え
て
く‥
る

練馬新聞創刊73周年

車
椅
子
の
通
行
は
困
難
で

す
。
そ
の
区
間
の
削
後
は
道

路
幅
１２
層
以
上
あ
る
の
に
。

練
馬
新
聞

令
和
３
年
３
月
２
０
日
号

掲
載
紙
―

お
気
に
入
り
の
場
所
は
何
と
い
っ
て
も
石
神
丼
公
園

記念号には同会の20年間の活動や様々な人々からの祝いの言葉が掲載されている

問
い
た
だ
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
敷
地
の
セ
ツ
ト
バ
ッ
ク

が
必
要
に
な
り
ま
す
か
ら
大

変
な
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
が
。

他
に
、
バ
ス
が
通
ら
な
く

な

っ
た
商
店
街
に
広
い
幹
緑

道
路
２
３
２
号
線
が
必
要

か
、

２６
階
建
て
の
再
開
発
ヒ

ル
は
当
初
の
地
区
計
画
に
基

づ
き
Ｈ
階
建
て
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
な
ど
、
様
々
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。

―

区
の
施
設
な
ど
で
配

布
さ
れ
て
い
る

『か
る
が
も

便
り
』
で
す
が
、
ど
の
よ
う

な
目
的
で
発
行
し
て
い
る
の

で
し
ょ
つヽ
か
。

下
河
　
地
域
の
情
報
を
皆

さ
ん
に
な

え
る
こ
と
が
申
的

で
す
。
地
域
と
い
え
ば
町
会

の
回
覧
板
が
あ
り
ま
す
が
、

あ
れ
は
行
政
か
ら
一方
的
に

流
れ
て
き
て
い
る
情
報
で

す
。
『か
る
が
も
便
り
』
は
、

現
在
８
人
い
る
会
員
と
定
例

会
を
開
き
、意
見
を
交
換
し
、

私
が
文
章
に
ま
と
め
、
レ
イ

ア
ウ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
平

成
１２
年
の
設
立
時
か
ら
発
行

し
て
い
て
、
区
と
協
働
で
制

作
し

た
８
回
分
を
除
き
、
こ

の
３
月
発
行
で
７５
号
に
な
り

ま
す
。
残
念
な
こ
と
は
、
年

４
回
の
発
行
で
す
か
ら
、
ど

う
し
て
も
情
報
が
遅
れ
ま

す
。

月
刊
な
ら
ば

ス
ピ
ー

デ
イ
ー
に
伝

え
ら
れ
る
の
に

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

―
上
免
翌
【を
愛
す
る
下

河
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
場

所
は
ど
こ
で
す
か
。

下
河
　
何
と
い
っ
て
も
石

神
井
公
園
で
す
ね
。
晴
れ
た

日
は
毎
日
、
２
時
間
程
度
は

散
歩
に
行
き
ま
す
。

四
季

折
々
の
花
や
野
鳥
、
見
事
な

樹
木
な
ど
、
い
つ
も
新
し
い

発
見
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

普
勢
は
パ
ソ
コ
ン
Ω
削に
座

り
っ
ぱ
な
し
な
の
で
、
ス
ト

レ
ス
解
導
にも
彼
立
っ
て
い

ま
す
。

―

‐現
在
、

８５
歳
と
の
こ

と
で
す
が
、
い
つ
ま
で
続
け

ま
す
か
ｃ

下
河

私
が
生
き
て
い
る

間
は
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
私
達
は
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一集
井
が
少
し
で

も
住
み
よ
い
街
に
な
っ
て
欲

し

い
の
で
す
。
街
づ
く
り

は
、

５０
年
先
を
見
据
え
て
や

る
べ
き
息
の
長
い
取
り
組
み

で
す
。
だ
け
ど
諦
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
将
来
を
担

う
世
代
の
た
め
に
や

つ
て
い

き
た
い
。

（聞
き
手
・
阿
部
純
一
）

=

本
　
店

線
馬

区

内
支

店

練

馬

・
江

古

田

・
北

町

・
大
泉

富
士
見
台

・
氷
川
台

・
石
神
井
台

一
一
（大

代
表
）

六
‐
七

西
京
信
用
金

バスと人が混在する商店街もあと少しで解消ヘ

ご■
‥
メ


